




要約:和歌山県全域で被虐待児実態調査を行い総合的な対策委員会が発足し、大阪府下の

保健所で虐待前のハイリスク(養育問題を中心に)の予防対策システム活動を軌道にのせた。

聖マリア病院の救急外来で虐待ハイリスク対応のシステム化を開始した。周産期医療部で

母親の生育歴と援助を受け入れる態度の調査を行い両者の関連を認めた。望まぬ妊娠に対

し親の対児及び対自己の感情の測定を行なった。逗子市で親子のこころの教室活動を開始

し、上記を基盤とした地域の虐待対応システムを提言した。


